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株式会社 Hacobu（ハコブ、代表取締役社長執行役員 CEO 佐々木太郎、以下「Hacobu」）と三菱食品株式会社

（代表取締役社長 京谷 裕、以下「三菱食品」）は、Hacobu が提供する動態管理サービス「MOVO Fleet（ムー

ボ・フリート）」を、三菱食品が事業展開する全国 3,500 台のトラックに導入し、本輸配送データを独自に活用し

て、車両積載率の向上及び配送効率の最適化などに向けた取り組みを開始することをお知らせいたします。 

両社は持続可能な食のサプライチェーン構築及び物流の社会課題解決に向けて、データドリブン・ロジスティクス

の実現を目指します。 

 

 

 

 

三菱食品、Hacobu が提供する動態管理サービス「MOVO Fleet」を 3,500 台導入！ 

 

エリア最適配車を実現し、データ活用で積載率向上及び CO2 排出量削減へ 



導入の背景・目的 

Hacobu は「データドリブン・ロジスティクスが社会課題を解決する」を信念に掲げ、データを活用し、企業や自治

体の物流 DX を支援しています。動態管理サービス 「MOVO Fleet」は、物流領域に特化したテレマティクスサー

ビスで、GPS を使った車両位置把握により、車両管理における業務負荷軽減や、配送の効率化を行うことが可能

です。 

三菱食品は、「食のビジネスを通じて持続可能な社会の実現に貢献する」をパーパスに掲げ、 強靭で持続可能

なサプライチェーンの構築を目指しています。 

2024 年 4 月、ドライバーの時間外労働の上限が年間 960 時間に規制され、人手不足による物流クライシスが懸

念される「2024 年問題」が迫っています。 

人手不足への対応及び CO2 排出量の削減などサステナビリティの実現に向けて、三菱食品は動態管理サービ

ス「MOVO Fleet」を導入し、その輸配送データを蓄積・活用することで、積載率の向上及び車両効率の最適化に

向けた取り組みを進めていきます。 

 

取り組み内容 

• Step1：動態管理サービス「MOVO Fleet」の導入  

まずは三菱食品の首都圏エリアを中心に、全国 3,500 台のトラックに導入します。 

• Step2：輸配送データの活用  

MOVO Fleet を導入することで、協力会社車両の一括管理を実現します。具体的には、運行回

数、走行時間、待機時間、走行距離、CO2 排出量など詳細な輸配送の動態データをリアルタイ

ムで取得できます。同データに三菱食品が持つ独自のデータを掛け合わせることで、車両回転

数および積載効率が算出できるようになります。 

• Step3：センター毎の配車効率を向上させ、最適配車を実現  

MOVO のデータを活用し、三菱食品で物流拠点毎に配車している支線配送トラックを拠点相互

に融通させ、更にはメーカー集荷までの配車プランを策定することなどが可能となります。結果と

して、車両の有効活用及び積載率を高め、「2024 年問題」への対応やカーボンニュートラルに

向けた具体的な活動を推進します。 

 

 



■各社コメント 

株式会社 Hacobu 執行役員 CSO 佐藤 健次 

「2024 年問題」が目前に迫ってきています。この課題を解決するために三菱食品の皆様と一緒に議論をはじめま

した。MOVO Fleet で配送状況を見える化し、効率の悪い流通網を洗い出し、対策を検討しています。将来的な

社会最適の実現を念頭に置きながら取り組んでいる状況です。 

食品流通の根幹を担っている卸業界が、見える化により流通全体に改革を促すことは画期的なことだと認識して

います。今回の取り組みでは、見える化を最大活用するために、これまでの商慣習の見直しまで踏み込んだ議論

がなされており、真の物流トランスフォーメーションの検討になっていると認識しています。さらに議論にエンジニ

アを交えることで、これまでの枠組みを超えた発想を得ながら進めるという物流 DX アプローチをとっていく予定で

す。社会最適を目指して動き出した三菱食品の皆様と弊社の取り組みに、今後も注目していただければと思いま

す。 

 

三菱食品株式会社 SCM 統括 物流 DX 推進オフィス室長 白石 豊 

三菱食品では、1 日当たり約 7,600 台のトラックを使用し、荷主として或いは利用運送事業者として食品物流を行

っています。いよいよ来年に迫っている「2024 年問題」に対して、車両の運行効率性の向上や最適配車をどう描

くかが大きな課題となっており、Hacobu 社とは、1 年前よりこの課題を共有し、運行データを利活用する為の検討

を共に推進しています。 

現在、食品卸業界や小売専用センターにおける支線配送網、更に物流事業者における配送網は、当然ながら

運行指示系統が異なると共にデータ基盤も一定の「型」が無い状況にあります。今回の MOVO Fleet の運行実

績データが、その中で可視化/最適化に繋がる手段になるものと考えております。内閣府の SIP や経産省が主催

するフィジカルインターネット実現会議でも論じられているとおり、共同輸配送は物流合理化のための重要なピー

スであることを認識し、私たち三菱食品も積極的にデータ活用/連携を進めてまいりたいと思います。 

 

■動態管理サービス MOVO Fleet について 

物流領域に特化したテレマティクスサービス。車両管理の効率化で、荷主と運送会社双方のコスト削減を支援。

端末は、複数の給電方法が選べる GPS トラッカー「ムーボ・スティック」と、GPS 機能付き通信型ドライブレコーダ

ー「ムーボ・アイ」の 2 種があるほか、日野自動車のコネクティッドトラック、東京海上日動火災保険の法人ドライブ

エージェントは追加端末なしで利用可能。https://movo.co.jp/movement_manage 

 

 

https://movo.co.jp/movement_manage


■Hacobu について  

【商号】株式会社 Hacobu 

【設立】2015 年 6 月 30 日 

【所在地】〒108-0073 東京都港区三田 3 丁目 14 番 10 号 三田 3 丁目 MT ビル 9 階 

【代表】代表取締役社長執行役員 CEO  佐々木太郎 

【事業内容】事業内容：物流 DX を推進するクラウド物流管理ソリューション「MOVO（ムーボ）」を提供しています。

シェア No1（※1）のトラック予約受付サービス「MOVO Berth」、動態管理サービス「MOVO Fleet」、配送案件管理

サービス「MOVO Vista」などのクラウドサービスと、コンサルティングサービス「Hacobu Strategy」を展開し、企業間

物流の最適化を支援しています。https://movo.co.jp/ 

（※1） 出典：デロイト トーマツ ミック経済研究所,『スマートロジスティクス・ソリューション市場の実態と展望【2022

年度版】https://mic-r.co.jp/mr/02560/,「トラック予約受付サービス」におけるシェア。 

 

 

■三菱食品について  

【商号】三菱食品株式会社 

【設立】1925 年（大正 14 年）3 月 13 日 

【所在地】112-8778 東京都文京区小石川一丁目１番１号 

【代表】代表取締役社長 京谷裕 

【事業内容】国内外の加工食品、低温食品、酒類及び菓子の卸売を主な事業内容とし、さらに物流事業及びそ

の他サービス等の事業活動を展開しております。 

 

■本件に関するお問い合わせ  

株式会社 Hacobu 

コーポレートコミュニケーション PR 森山、星  

TEL：050-5358-8885  Email：PR@hacobu.jp 

三菱食品株式会社 

広報・ブランディンググループ 岩野、小林 

TEL：03-4553-5111  Email：kouhou-1@mitsubishi-shokuhin.com 

 

以上 
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